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Cores were  all granitic  rocks,  including porphyritic


















































































































pulverization  and  alteration were  classified  into  four
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要　旨
　1995年兵庫県南部地震で活動した野島断層を貫く掘削により，地震の約1年後に1,000mから1,838mの深さまで連続
的に断層帯コア試料が採取された．コア試料は，ほとんどが花崗質岩で，所々にporphyritic な貫入岩を含み,また
1,140m，1,300mと1,800m周辺の3箇所で破砕および変質の著しい断層岩からなる破砕帯が見いだされた．破砕帯のコ
ア試料は,断層活動に関連した構造の詳細観察のため，全体でおよそ2,210個の研磨片に整形され，研磨面の写真が撮ら
れた．写真画像はJPEG形式のデジタル画像データに変換され，2枚の CD-ROMに収録された．破砕帯コア試料のデジタ
ル化されたイメージは，メソスコピックな観察と定量的な画像解析に有効である．
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